
抗CD3モノクローナル抗体

防腐剤不含

T細胞を用いた免疫細胞療法
研究用に最適な活性化因子

Lymactin-T

Isotype ： Mouse IgG2a, Kappa 
Clone ： OKT3
Purification ： Protein G Chromatography
Species React ： Human / Host ： Mouse 



ニプロ株式会社
大阪市北区本庄西３丁目９番3号

URL: http://www.cstimedia.com
E-mail: csti-info@ml.nipro.co.jp

株式会社細胞科学研究所
宮城県仙台市青葉区西花苑1丁目16番16号

※本品は研究用試薬です。治療・診断目的ではご使用になれません。

（T）Tube

製品名 内  容 容 量（包装）製品コード（CSTI / NIPRO）

1mg/mL（T）6001T01  / 87-984 Lymactin-T 抗CD3モノクローナル抗体（防腐剤不含）

Lymactin-T

ALyS505Nとともにご使用ください。
防腐剤は含んでいません。　　 濃度は1mg/mLです。　　

Lymactin-Tを用いた細胞培養
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Fig.1
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Fig.2

CD3＋CD4＋CD8－

CD3＋CD4＋CD8＋

・Seeding density ： 20×104cells / L
　　　　　　　　　 （300×104cells / T75Flask） 

・Seeding ： ALys505N-175

・Medium ： 15mL → 775mL

・Culture period ： 14days

・Human Plasma conc.At 10%
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Fig.3  細胞増殖曲線

Lymactin-T

従来品

抗CD3モノクローナル抗体

Lymacin-Tは、ハイブリドーマOKT3細胞を無血清培養し、
製造した抗CD3モノクローナル抗体です。
末梢血Tリンパ球の細胞表面マーカーCD3に結合し、効率的に
活性化し、増殖期へと導きます。


